
……１９５０年代、日本には「映画監督」黒澤明がいたが、フランスには「映画

詩人」アルベール・ラモリスがいた。５０年代の２つの短編には夢がいっぱい、

愛がいっぱい！　映画とは、それを観た観客を感動させる芸術。そのために

は、シンプル・イズ・ベスト！　きっと、あなたもそんなことを考え、映画

への感動でいっぱいになるはず……。

 なぜ今、『白い馬』と『赤い風船』が２本立てで……？

　「おふぃす風まかせ　松井寛子」さんからの試写案内のハガキを見ると、『白い馬』

と『赤い風船』の２本を一挙上映とあった。「白」と「赤」の２本立てに何か意味が

あるの……？　そう思って詳しく読むと、両者ともフランスのアルベール・ラモリス

監督の作品で、１９５３年の『白い馬』が４０分、１９５６年の『赤い風船』が３６分、両者合

わせて７６分とのこと。なるほど、だから２本立てかと納得。

　最近、黒澤明監督の『椿三十郎』（６２年）と『隠し砦の三悪人』（５８年）の２本が立

て続けにリメイクされたが、それよりさらに古い『白い馬』と『赤い風船』の上映が

可能となったのは、当時のフィルムをデジタルリマスターできたため。１９５３年のカ

ンヌ国際映画祭でグランプリを受賞した『白い馬』も、１９５６年のカンヌ国際映画祭

でパルム・ドール賞を受賞した『赤い風船』も、このデジタルリマスター版によって

２００７年のカンヌ国際映画祭に再び出品されたとのこと。同じ作品が２度も正式出品

されるのは映画祭史上初の出来事。そして、プレスシートによれば、「何よりも話題
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白い馬／赤い風船
２００８（平成２０）年６月１２日鑑賞〈東映試写室〉

「白い馬」監督・脚本＝アルベール・ラモリス／出演＝アラン・エムリー／ローラン・ロッ
シュ／フランソワ・プリエ／パスカル・ラモリス／ナレーター＝ジャン　＝ ピエール・グルニ
エ（カフェグルーヴ、クレストインターナショナル配給／１９５３年フランス映画／４０分）／
「赤い風船」監督・脚本＝アルベール・ラモリス／出演＝パスカル・ラモリス／サビーヌ・
ラモリス／ジョルジュ・セリエ／ヴラディミール・ポポフ／ポール・ペレー／ルネ・マリオ
ン／ミシェル・プザン（カフェグルーヴ、クレストインターナショナル配給／１９５６年フラン
ス映画／３６分）

★★★★★ ★★★★★



をさらったのはその少しも色あせない映画の力だった」とのことだが、まさにそのと

おり！

 はじめて知った、フランスの「映画詩人」に感服！

　昔は映画監督といえば無茶苦茶カッコ良く憧れの職業だった。それは今も同じだが、

今は映画監督より「映像作家」の呼び方の方がもっとカッコいい……？

　『白い馬』と『赤い風船』を監督・脚本したフランスのアルベール・ラモリスは

１９２２年生まれだから、『白い馬』は３１歳の時、『赤い風船』は３４歳の時の作品。そして

何と、彼は４８歳の時に事故で亡くなったとのことだが、彼ほど映画監督より「映画詩

人」という呼び方がふさわしい監督はいないようだ。

　日本の絵本『あかいふうせん』は、画家いわさきちひろの熱意によって１９６８年に

出版されたが、そのストーリーの原型はラモリス監督の『赤い風船』にあるとのこと。

他方、私の学生時代には、「遠い世界に……」の歌い出しから始まる１９６９年のヒット

曲『遠い世界に』があった。これは大阪出身の西岡たかしを中心としたフォークグル

ープ「五つの赤い風船」の有名な曲だ。また、浅田美代子が歌った『赤い風船』（７３

年）は、私が司法試験勉強中にもかかわらず知っている大ヒット曲。「赤い風船」そ

のものは平凡な日本語だが、ひょっとしてこのグループ名や曲のタイトルにも、ラモ

リス監督の『赤い風船』が影響していたの……？

 よくぞこんな撮影ができたもの……？

　『白い馬』の舞台は南仏のカマルグ。主人公は、そこに生息する野生馬群のリーダ

ーである「白いたてがみ」と呼ばれる荒馬。物語の核は、この「白い馬」を捕らえよ

うとする３人の牧童たちと白い馬との闘い。また映画のテーマは、白い馬と心を通じ

合う漁師の少年フォルコ（アラン・エムリー）との友情。

　牧童のリーダーから「あの白い馬を見つけたらおまえにやる」と言われた（騙され

た？）フォルコは、その後信じられないような、文字どおり「人馬一体」の行動を見

せるのだが、それがハッピーエンドにならないところがこの映画のミソ。イエス・キ

リストだって、迫害を受けながら生き続けていればただのヒーローに終わったはずだ

が、十字架で磔にされた後に復活したから神の子と認められたもの……？　しかして、

白い馬とフォルコの行く末は……？
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　アラン・ドロンの

若い頃を彷彿させる

（？）美形のフラン

ス人の少年アラン・

エムリーなら、監督

の演技指導によって

いかようにも名優に

なれるかもしれない

が、主人公であるあ

の白い馬を、ラモリ

ス監督は一体どうや

って「演技指導」し

たの……？　①白い

馬と牧童たちとの再

三の闘い、②群れのリーダーの座を奪われた白い馬とニューリーダー馬との白熱の

「一騎打ち」バトル、③白い馬とフォルコとの心温まる友情。そんなアクションシー

ンあり、涙を誘うシーンありの映像を、１９５０年代によくぞここまで撮影できたもの。

それがホントに私には不思議！

 シンプル・イズ・ベスト！

　現在の映画界最大の話題は、６月２１日に公開されるシリーズ４作目となる『インデ

ィ・ジョーンズ　クリスタル・スカルの王国』（０８年）。その例を挙げるまでもなく、

近年のハリウッド大作『ロード・オブ・ザ・リング』シリーズ、『パイレーツ・オ

ブ・カリビアン』シリーズ等を見れば、これでもか、これでもかと金をかけて超豪華

なスペクタクルシーンを観客に観せることがベストと考えているよう。『HERO（英

雄）』（０２年）、『LOVERS（十面埋伏）』（０４年）に続く、 張 藝 謀  監督の『王妃の紋
チャン・イーモウ

章』（０６年）だってそうだ。

　しかし、今から５０年以上前の１９５３年の『白い馬』は４０分。『赤い風船』は３６分とい

う短い時間だが、その中にシンプルながら見事なストーリーが組み立てられている。

また、ヘリコプターによる上空からの撮影など、映像技術的に見てもすばらしいテク
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ニックが駆使されてい

ることがよくわかる。

こんな映画を観れば、

重厚長大路線を歩むハ

リウッド大作とは明ら

かに異質の、「これぞ

映画の原点！」という

べき真骨頂がきっとあ

なたにも見えてくるは

ずだ。そして、その結

果「シンプル・イズ・

ベスト！」と実感する

ことまちがいなし！

 『ホウ・シャオシェンのレッド・バルーン』に期待！

　１９４７年生まれの台湾の 侯 孝 賢  監督の代表作は『悲情城市』（８９年）。そんな巨匠
ホウ・シャオシェン

が、『珈琲時光』（０３年）での東京へのアプローチ、『百年恋歌』（０５年）での台北への

アプローチに続いて、パリへのアプローチに挑戦したのが、『赤い風船』へのオマー

ジュを込めた『ホウ・シャオシェンのレッド・バルーン』の製作。

　これは、オルセー美術館の開館２０周年事業として２００７年に発足した、美術館が映

画製作に全面協力するというプロジェクトの第１回作品監督に、 侯 孝 賢  監督が指
ホウ・シャオシェン

名されたために実現した企画。登場人物も、ヒロインはフランス人だが、中国人留学

生も登場し、現代のグローバル化されたパリを舞台としてアルベール・ラモリス監督

の『赤い風船』へのオマージュを込めた物語が展開する１１３分の長編映画らしい。今

から大いに楽しみだ。

 「いやぁ、映画って本当にいいもんですね～」

　映画が誕生しておよそ１１０年。キネマ旬報社・キネマ旬報映画総合研究所主催の映
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� Copyright Films Montsouris 1956
DVD『赤い風船／白い馬【デジタルニューマスター】2枚組初回限
定生産スーベニア・ボックス』発売日：2008年 12月 12日、発売元：
角川エンタテインメント



画検定も既に４回を数えたが、「映画とは？」という問いかけは永遠に続くテーマ。

無声映画からトーキーへの転換、白黒からカラーへの転換という大きな変化を経た映

画は、テレビとの共存という大試練を何とか乗り越え、世界でも日本でも順調に発展

している。そんな今、５０数年前のこんな名作を観れば、きっとあなたは言葉を失うと

ともに、あらためて「映画とは？」という根源的な問いに挑戦したくなるはず。

　また、『白い馬』のテーマは白い馬と少年との絆、『赤い風船』のテーマは少年が不

思議な赤い風船に見る夢だが、それぞれ４０分、３６分という短い時間の中でそのテーマ

がしっかりと私たちの心に刻まれるとともに、映画への感謝や感動の気持でいっぱい

になるはず。６月１０日に亡くなった映画評論家の水野晴郎氏の決めゼリフが、「いや

ぁ、映画って本当にいいもんですね～」だったが、『白い馬』と『赤い風船』を鑑賞

した後の言葉としてまさにこれがピッタリ！ ２００８（平成２０）年６月１３日記 
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大阪日日新聞　２００８（平成２０）年７月２６日


